
で

経 営 理 念

一．暖かい心と笑顔で、利用者の立場に立った満足度の

高いサービスを提供します。

一．利用者の皆様が、生きがいのある安全で安心した

生活が送れるよう自立を支援します。

一．地域との連携により、熟年者等の福祉・健康づくり

を推進します。

一．専門的な知識と技術と至誠のある職員を育成します。
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新
し
い
年
に
向
け
て暖

心
苑
施
設
長

関
口

浩
太
郎

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
あ
っ
て
は
楽
し
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
年
末
年
始
は
長
い
連
休
と
な
り
ま
し
た
が
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
、

ま
さ
に
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
年
に
な
り

そ
う
で
す
。

昨
年
は
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
江
戸
川
区
に
お
い
て

も
台
風
１
９
号
の
際
に
は
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
３
万

人
以
上
の
方
が
避
難
行
動
を
と
っ
た
そ
う
で
す
。
暖
心
苑

に
も
近
隣
の
方
が
避
難
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
災
害
は
他

人
ご
と
で
は
な
く
身
近
な
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
危
機
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
と
い
い
ま
す
が
、
備
え
て
い
て
も
そ
れ
を
超
え
る

（
い
わ
ゆ
る
想
定
外
と
い
う
や
つ
で
す
ね
）
自
然
現
象
が

起
き
れ
ば
災
害
に
な
り
ま
す
。
昨
今
は
人
知
を
超
え
る
異

常
な
こ
と
が
世
界
中
で
頻
繁
に
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
防
災
と
同
時
に
減
災
へ
の
取
り
組
み
も
大
事
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
か
に
早
く
日
常
生
活
へ
戻
れ

る
よ
う
に
す
る
か
を
考
え
対
策
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
や
自
治
体
の
力
だ
け
で
は
、
生
活
を
再
建
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
事
業
者
や
地
域
社
会
、
個
々
の
人
々
が
助

け
合
い
協
力
し
合
っ
て
、
『
ワ
ン
チ
ー
ム
』
に
な
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
江
戸
時
代
市
井
の
人
々
は
、
そ
う
や
っ
て

当
時
世
界
一
の
都
市
江
戸
の
町
を
守
り
支
え
て
い
っ
た
そ

う
で
す
。
地
域
の
人
々
の
繋
が
り
を
よ
り
強
固
な
も
の
に

す
る
た
め
、
暖
心
苑
も
地
道
な
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。



12/6（金） 毎年恒例のボランティア感謝祭を開催しました。職員から日頃の感謝

の気持ちをお伝えすることが出来ました。顔を合わせる機会の少ないボランティア様

同士の交流を図ることも出来、笑顔の多い会となりました。今後も、末永く活動を続

けていただけるように、職員一同努めて参ります。どうぞ宜しくお願い致します。

12/18（水）白百合

保育園園児のみなさんが

とても可愛い衣装を着て

訪問して下さいました。

当日はインフルエンザが

流行していたため玄関先

でクリスマスのおゆうぎ

を披露してくださり、利

用者様はクリスマス気分

を楽しんでいらっしゃい

ました。

熟年者の暮らしを支える総合相談窓口の熟年相談

室では、毎年、地域を変えて地域連携会議を開催し

ています。

【２０１９年度の地域連携会議の様子】

地域連携会議とは、住み慣れた地域で暮らし続けて

いくために地域の課題を自治会や関係機関の方々と会

議し連携を深めていくための目的です。今後も自治会

および町自治会長様方のご協力を賜りますようお願い

いたします。

江戸川区では認知症の方やそのご家族、地域住民など

が集い、交流を図りながら認知症について理解を深めた

り情報を共有するオレンジカフェ（認知症カフェ）が設

置されています。船堀地区には２つのオレンジカフェが

あります。お気軽にお立ち寄りください。



４階にあるくつろぎの間は屋上庭園に面しており、とても明るいお部屋です。くつろぎの間では型には

まった活動はなく、お一人お一人の興味、関心を探り、楽しみのある場を提供し皆様に有意義な一日を過ご

していただけるよう努めています。

職員による体操

みなさんしっかりついてきて

くれています

よく腕もあがりますね！

ごぼう先生のビデオ

体操頑張っています

午後もしっかり体を動かしています！

今年も恒例の獅子舞（シシー）

懐かしのいろははかるた始まりますよ

福笑いも爆笑中

書初めもやりました。お正月は忙しいなー

特養 食事班の活動紹介

食事班は苑を利用される利用者様の健康維持に努めながら、お食事を楽しく美味しく召し上

がっていただけるよう活動しています。日々のお食事は個々の嗜好に合わせたり、ご状態に合っ

た食形態で提供させて頂いてます。

また、3ヶ月に一度各階にて昼食時に「お楽しみ食」としてお好み焼きや韓国料理など普段は

食べられないメニューを職員が考案。

当日は調理が直接フロアに出向き、炒めるなど最後の工程を利用者様の目の前で行い、出来たて

を召し上がっていただきます。

これからも、お食事を毎日の楽しみの一つにして頂けるよう日々活動していきたいと思います。

細かい作業もお手の物！

100歳になりました

まだまだお元気です！



社会福祉法人 東京清音会

特別養護老人ホーム 暖心苑

暖心苑デイサービスセンター

暖心苑さわやか相談室指定居宅介護支援事業所

北葛西 熟年相談室 暖心苑

〒１３４－８６２５

東京都江戸川区北葛西４－３－１６

TEL ０３－３８７７－０１００（代表）

FAX０３－３８７７－０１８８

TEL ０３－３８７７－０１８１（北葛西 熟年相談室 直通）

船堀 熟年相談室 暖心苑

東京都江戸川区船堀2-15-17ドウエル船堀102号

TEL 03-5878-1521

http://www.danshinen.org

通 信 欄 様のご家族へ（ ／ ）

利用者担当

特養常勤 ①介護職員 ②看護職員

《 資格 》

①ヘルパー1級・実務者研修以上

または、福祉系専門学校・大学既卒者

②看護師

《 勤務時間 》

①日勤 9 ：30～18：30

早番 7 ：00～16：15

遅番 11：00～20：00

夜勤 17：30～9：45

②日勤 9 ：30～18：30

夜勤 17：30～9：45

《 給与 》

①◆専門・短大卒・介護士 220,000～

（諸手当含む）

◆大学卒 230,000～（諸手当含む）

②296,000～

（オンコール３回・夜勤２回等諸手当含む）

《 待遇 》

◆夜勤手当・交通費・住宅手当等有り

◆社会保険完備、退職金制度・有給休暇有り

◆賞与年２回（前年度実績4か月）、昇給有り

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

特養非常勤 介護職員

《 資格 》

ヘルパー2級～

《 勤務時間 》

日勤 9 ：30～18：30

早番 7 ：00～16：15

遅番 11：00～20：00

◆その他勤務時間・日数は相談に応じま

す。

給与 時給1,050円～（資格により）

短時間の方も応相談

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

特養非常勤 短時間勤務（介護）

《 資格 》

未経験者・無資格者の方も可

◆シーツ交換、レクリエーション等

間接的な介護

◆勤務時間・日数は相談に応じます。

給与 時給1,030円

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有

送迎ドライバー

非常勤介護職員（運転業務）

◆利用者の送迎全般

◆勤務時間・日数は相談に応じま

す。

時給1,030円～

予め電話連絡の上、履歴書

（写貼）郵送又は持参下さ

い。

面接日設定は後日法人より

連絡致します。

お問い合わせは

電話:０３（3877）0100

採用担当:事務長 佐藤 まで

介護職員、送迎ドライバーを募集しています。ご応募お待ちしております

広 報 委 員 会
関口浩太郎（施設長）、堀部美穂（相談員）、高宮正春（機能訓練士）、天間恵（介護職員）、山﨑進次（事務員）、野上美夏（事務員）

この度、暖心苑では東京都の「ICT活用促進事業補助

金」の交付を受け、ベッドからの転落などの見守りを

行う「シルエットセンサー」を20台導入しました。このセ

ンサーは設定した範囲から、利用者様がはみ出すと

ナースコールに知らせてくれる優れものの機器です。

導入によってベッド転落を事前に察知し事故を未然に

防ぐことや、夜間巡視の効率化につながることが期待

できます。合わせてナースコール設備も一新し職員が

携帯しているPHS端末も多様な使い方が出来るものに

なりました。技術の進歩によって介護現場にも変化が

求められる時代になってきました。

また、パソコンのＯＳサポート終了に伴い年明けには

機器の入れ替えも行いました。

運転業務職員

山本 一夫


